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能ですっかり汚染されてしまった。人は神によっ 生かされ生きる此の身であった筈なのだが、神と人との密接なつ りはも 薄れ果て、 「道を修め徳を積む」 どといったそれまで大切に て来た筈の日本精神や徳目はどこへやら、 こもかしこも無責任で卑い、浅ましい人間ばかりになってしまった感がある。
こうした国家の非常時に際して、改めて先人が大切 守り通して


























と述べられた。上田先生は仏教者が説く大往生 ついて見据えつつ、神道の生死観について 本居宣長の説を引き合い 出して次のように述べられている。
国学の大成者・神道神学者として知られた本居宣長は、人の心が元々しどけなく女
メメ々しいもので、そうした心こそ偽りのない「まこと」の
心であり、それが文学の本質「ものゝあはれ」に他ならないという理解から、在原業平の臨終歌を問題にし、悟り顔に死を平然と受け止めようとする仏僧の態度を批判した契沖の歌評に触 、彼こそ「法師なれども大和心なる人 り」と賞揚している。 （３）
と述べ、
宣長のこのような見解が、 「記 に伝えられた岐神の態度に基礎 置くものであることは疑いえない。 （４）
として、









出来ない厳たる事実であり、人間とは何か、人間如何に生きるべきかという問いは古くて永遠に新しい問いかけであり、実存の中核をなす問題でもある。生と死とはその理を一 し 切っても切れない不可分のものであるからには、結局、人間とは何か、人間如何に生きるべきかについて古典神話や先人たちの生 観についてふれながら、自己の見解 吐露するということになるであろう。牟田耕蔵氏が住之江大神より賜うた神教 中に次のような御神歌があるが、あるいは本論の参考となるやも知れぬ。































































































































































た、ステイツの翻訳語とし 国家と 異なり、人を含めた共同体を意味しているのであり、私たちの祖先は自らが神に生み出された「神の生みの子」であると認識していた いうことなのであ 記紀には各部族がその祖を神話に登場する神々に求めており、また平安期 編纂された『新撰姓氏録』には大きく神別
･ 皇別・蕃別と分けてはいるものの、その祖をいず












































































































































































































ばかりか、恐れられていた未曾有の原発事故までが発生し、 のため広範囲に亘って放射性物質による甚大な汚染被害が生じてしまい、福島の人々は先祖伝来の土地を離れて他所での避難生活を余儀なくされてしまっ科学の発展・文明の進化は人間疎外を限りなく推し進め、人類に幸せをもたらすどころか、この母なる地球を汚染し、生態系 も秩序 らしめるどころか、より一層破壊へと導いている うに思われる。科学というも は人間存在を根底から危うくするものであるという事実を突きつけられ、実存への深い問いかけが求められるに至った。原子炉（圧力釜）の底 抜け落ちてしまい、今、炉心が一体どこにあ かさえ未だに分っていないというのに、政府はその現実を無視して一方的に福島原発事故の終息宣言を出したため、 「一体、日本は うなっ しまった 」とその危機管理能力の無さが世界の嘲笑を買うことにさえな しまったのであ 。
被災地で黙々と活動する警察や地元消防団員、自衛隊員、ボランティア
の人たちのその懸命な姿に 大変心打たれるものがあ 。 は皆、繋がり合い、互いに支え合っ 生きているのである。
私たち日本人の生き方の中心には魂のふるさとともいうべき天皇皇后両
陛下や御皇室が存在する。震災直後から天皇皇后両陛下は被災者 ちのことを大変御心配になられ、一切のご奉務に優先して足繁く被災地に出向かれ、避難所である学校の体育館の床にひざ ずき被災者 言葉にひたすら耳を傾けられた。 そして被災者 ちの手を取り、 その一人 人に心のこも
























































































































































































































部下の不始末であって 「己が不徳の致すところ」として責任を取っていたのだが、今日の日本人には処世術のみで帝王学が無く、誰も責任を取らないという体質になってしまった。いわゆる真のリーダーが不在になったという訳である。それは今回の原発事故に対して誰も責任を取らない いう一事によっても分ること る。アメリカ 駐日大使にでさえ「日本は数日間、日本政府 なかった」とま 言わせ めたのである。これだけの深刻な事故を起こしておきながら…である。 国家的な危機に際して、 いったい誰が責任者なのかさえハッキリさせよう せず、誰かが責任を取っでも決断する どという とがないという、実に嘆かわしい国になってしまったようである。
古典に学ぼうとする心のない現代人には、日本の古典など何の意味もな











































































































きを持ってゐる。 そこ 、 神霊を感じ取って来たのである。 従って、 「霊」と「物」とを区別することは 極めて難しい。極端に言へば すべてが霊であり、同時に物でもあるのである。 （
35）
日本神話によれば、人も国土も共に神の生みの子であり、人は自然と共
感し、自然の懐に抱かれて心の安らぎを覚え 来 のであり、またそこに聖なるものをまざまざと幽観し、畏敬の念さえも抱いて来 のである。
所がいま、その日本的なるものが次第に消え去ろうとしているのだ。そ



































と同様に、死の問題についても神々に自己を委ね切ってしまう態度がこれらの歌 中には示されている。ど 歌も皆、日本人本来 、より狭義に言い換えれば神道における生死観、霊魂 行方というもの 即ち 「人間の霊魂は神から授かったものであるからには、死してこ 世を去る時には霊魂は当然のこ ながらその霊魂を授けてくれた親なる神 もとに帰って行くのだ」と言い切っていることが分か 。三首 のそれぞれに、彼らの神に対する絶対 信仰を読み取ることが 来る。
日本の神道信仰の根底には切っても切れない神と人との密接な親子の関
係性が、また、亡き親 ・ 先祖 御
みたま霊と子孫との密接な繋がりと交流（祭り）
とがその本質として流れており、上田先生は日本人の神祭りや祖霊の御霊祭りについて次のように述べておられる。
















































































のであるというのであり、それは天地始まってからの定めであり、神代からの神定めであるという。『伊勢物語』の最後の段に「昔、男、わづらひて、心地死ぬべくおぼえければ、つひにゆく道と かねて聞きしかど、きのふ今日とは思はざりしを」とある。 『歎異抄』にも「いささか所労のこともあれば、死なんずるやらんとこゝろぼそくおぼゆ ことも煩悩の 為なり」と人間の煩悩の深さを著者である唯円が告白して る。誰にとっても死は悲しいものであった。死を克服して絶対安心の悟り 境地に至る者はごく稀であり、死路に向かい旅立つ もそれを見送る人も、大抵 者は悲しみを抱きつつ死んで行ったのであり、悲 みの内に送ったのである。かの仏教の開祖である釈迦牟邇世尊も霊魂の存在や死後の世界に関する
弟子たちの問いに対しては無益な空論としてこれを避けたように、人間死後のことは実は人智のはかり知るべきことに らずというのが真実であろう。ところが人情とはいえ、仏教の地獄極楽説や、儒教 「魂気は天 上る」 などといった作り事の方便に惑わされて、 「人死て後には かなる物ぞ」と神道の安
あんじん
心について誰もが執拗に知りたがる。そこで宣長翁は、 「神道
に安心といふ事なし」 ・ 「 は死
しにそうら
候へば、善人も悪人もおしなべて、みなよ
みの国へ行く事に候」 ・ 「世中 、何事もみな神 しわざ 候、是
これ
第一の安





い、小賢しい人間ばかりになってしまったと嘆く気持ちが随所に現われている。宣長翁は、人が悲しい出来事に遭遇した時にも悲しまず、驚くべきことにも驚かず て、 物に動ぜぬを良き事と て尊ぶなどといったことは、みな異国風の虚
いつはりかざり
偽であるとし、それは決して真実の人間の性情ではないと



































儒仏等の説は、面白 は候へ共、實には面白きやうに此方より作りて當て候物也、御国にて上古、かゝる儒仏等の如き説をいまだきかぬ以前には、さやうのこざかしき心なき故に、たゞ死ぬればよみの国へ行物とのみ思ひて、かなしむより外の心なく これを疑ふ人も候はず、理屈を考る人も候はざりし也、さて其よみの国は、きたなくあしき所に候へ共、死ぬれば必ゆ ねばならぬ事 故に 此世に死ぬるほどかなしき事は候はぬ也、然るに儒や仏は、さばかり至てかなし 事 、かなしむまじき事 やうに、いろいろと理屈を申すは 真実の道にあらざる事、明らけし、 （
49）
こうした宣長翁の思想を単に「あきらめ」 の論としか解せないとしたら、
宣長翁を、また、もののあはれをまったく解せぬ者なのであり、人が真に「神のまにまに生きる」ということがどんなに厳しいもので、非常の覚悟が要るかということがまるで分らぬが故である。実はこれこそが真の覚りとも云えるのであり 「生かされて生きる此の身と知らずやも人」との、宣長翁の声が耳朶に直接聞こえて来るようである。「鈴屋問答録」を読むと、当時の知識人たちの誰もが天命に安んずるを説き、悟りを説く儒・仏道にかぶれてしまい、また人心荒廃して人々の神への信仰がどんなに衰退し疑い深くなっていたかが容易に想像出来、 また、翁がそのことを苦々し 思い、どれほど憤慨 て たかということがよく分かる。宣長翁にとって「信」とは、心素直に神を信じて一切を神に任せ切るこ




























をした。そうして授かったのが筆者という次第 。それ 「お大師さまの（授かり）児」としてこ のほか大切に育てられたのだが、何と七歳になった時、原因不明の病気？になってしまった。医者も首を傾げるほどでどこにも異常はなく、顔はにこ こ笑っているのにまったく声を発しなくなり、また、両足が立たなくなってしま た。母親は大変驚き、これは御大師さんに願掛けをして願いを叶え 戴きながら「お礼ま り」をしていないからだと悟り さっそく御礼参りに行こうとするが、それを父親がどうしても許 ない。当時、商売を営ん いた父は、母の手助けなしには自分が大変困ってしまう め、 「お礼なら、ここから篠栗の方角を向いて頭を下げて言っておいたら良いのだ」とばかりに母が篠栗四国にお礼参りに行くことを許さな った。
ある日、思い余った母は父から怒鳴られるのを覚悟の上で「今日は何と
してでも ！」 と腹を決めたのだと う。秋の陽は短い。子供 はいえ、七歳の男の子を背負っ 、決して強くはな 小さな細い身体の 山坂道を徒歩で分け入り、願掛けしたすべ の佛さ に心の底から御礼を申し上げ御参りするというのはさぞか 大変だっ 違 ない。
お山から戻って出て来た時にはあたりはもう真っ暗だった。その母親の







和尚と書いたメモが貼り付けてあった。今 な てはハッキリ したことは分からないが、土地をめぐって市 の問題が生じて、寺は明治期に天台宗から真言宗に宗派を変えたと聞い いる。祖父は平素は 変寡
かもく黙な人で









出ており、 の内の一人が何らか 事情 よって仏門 入った者がおり、十一面観世音菩薩の堂宇を開基し、それが西教院へと繋がって るのである。遠祖を辿れば第七代孝霊天皇の第二皇子五
いさせりびこの十狭芹彦命（比古伊佐勢理
古命、亦の名は吉備津彦命）に繋がるが、これはあくまで血統である。
















筆者の祖父「賢定」が降りて来た であ 。そして その妹の友人 母親（俗世間にいう霊能者）が言うには「勝義さん、あなたのおじいちゃんが今出て来て、あなたを佛の道 取ると言うて よ！」とのこと。とんでもないことである。他にも兄弟姉妹がいるというのに、なぜ私なのか…。また、渡辺の家はなにも我が家だけ はない。自分 人 は「さぁ、これからだ」と思っている矢先に、夢も希望も一切捨て去って 若い身空で頭を丸めて坊主になんかなるもんか！とそ とき正直 思った 祖父は生前に多くの人々をあの世に見送った大僧正なのである。 祖父が引導を渡して来た筈の死者たちがまともな死者になっていな 、つまり、ま もに死者として生きてい ということに祖父賢定は「死んでみ 初め 気付いた」のだという である。さすがに佛の道一筋に生きた祖父であってみれば、肉体を脱して霊魂のみになってみて、やっと 霊魂不滅と共 人
間死後の真実、孫（筆者）が生まれ乍らに救済の使命を持った人間であることに気付いたのである。
祖父賢定は「お前の家族はみんな崖っぷちを歩いており、このままでは







腹痛が癒えたばかりか、妻が畳 上 何やら文字を書くよう ったのである。そして、今していることを「どうか実家でやってほしい」と訴えて来たのだ。そこで、背後の見えざる存在の乞うまま 家内 実家 浄霊法を行ったところ、出るわ出るわ、死んでも死にきれな 者たち、つまり、この世に想いや未練、執着心を残して行くべきところへも行けずにもがき苦しんでいる、立派に死者に成り切れていない死者の御
みたま霊や、いまだに自
分が死んだことさえも知らぬ未成仏の死者 御霊 が家内の身体を媒介（依り代）として見るも哀れな姿で次々に出現した。筆者は一心に神を祈りながら、それら死んでも死にきれない死者たちに対 て、毎夜ま で幼な子に諭
さと
すようにして人間生存の意義や人としての本来あるべき道筋を






































































































































の密接な関係によって世界が秩序 維持して来た。 死を越えて誰もが神や先祖と共にあるこ の喜びを心から分かち合って来たのである。
村八分などといった言葉があるが、どんなことがあっても後の二分、即
ちその一家に死者が出た時や火が出た時に 村人全員が助け っていたのであり、なによりも個人の死はなかったとしなければならない これまで現存在世界 他に何らかの死後の世界を見る ど いった考えがあまり発展して来なかった理由は、実はこうした点にあったのではな だろうか。
死後霊魂の行方について強く関心を抱いたのは国学者 平田篤胤たちで
あったが、他にも多くいたというわけでは決し なく、それ 今日でも同様である。日本人は大自然の懐 抱 れ、神に生かされ生きてい 今日ただ今、この「今」 をいかに充実させて生きるか 邁進してきたものである。「死の問題」についてこれまでよく説いてきたのは仏教徒たちであったが、本来無神論・無霊魂説の立場にある筈の者らにして 矛盾も甚だのではなかろうか。このように、本来、人の生命は「個人」としてあり得るのではなく代
よ々














は教えられたのである。信仰生活を日々送ること自体がそ 信仰 すべてであったのであり、つまり、 「今を生きる」ということに尽きるのである。




【註】（１）上田賢治『神道神学論考』 、平成三年三月、大明堂、五三頁。（２） 『同右書』五三頁。（３） 『同右書』五九頁。（４） 『同右書』五九頁。（５） 『同右書』五九頁。（６）日本の代表的な仏者たちの生死観について少し見ると、例えば道元
― ⅩⅥ ―
日本精神文化の根底にあるもの（十一）











流涕せざるはなきなり」というから、良寛さんが如何に人々に心から慕われ愛されていたかが分かるであろう。晩年の文化一三（一八二八）年に大地震が越後地方を襲い、多くの犠牲者が出た時、良寛は知人に宛てて次のような手紙を書き記した。 「災難にあうときは、あえばよい。死ぬときは死ねばよい。それが災難を逃れるいちばんの方法だ」と。立川昭二『日本人の死生観』筑摩書房、平成一〇年六月 二三二～二三五頁。また、瓜生中『 「生死」と仏教』佼成出版社、平成一九年三月、及び『禅入門』洋泉社、平成二〇年三月、九二～九四頁 その他を参照。
（７）






「神道」 の語のみに着目して中国文献などを見れば、 「陰陽不測謂之神」と見え、 『易経』の観の卦の上篆伝には「観天之 而四時不
?。聖
















は『唯一神道名法要集』において神儒 三教について述べ、神道こそが根本であって、儒教は枝葉であり、仏教はその花実であると反本地垂迹説を説いた。このように多様性を持つ神道は実に奥深く神秘で誰もなかなかその全容を掴み得ず、神道につ て語ろうとすればするほど 両
りょうてのひら
掌から






































17）上田賢治『神道神学論考』 （前掲 ） 五
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23）上田賢治『神道 学』 （前掲書） 、一〇八頁。
（
















30） 『続日本紀』 （前掲書 巻八、 八五
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44） 『本居宣長全集』第一巻、 「鈴屋答問録」 、筑摩書房、昭和五一年九月
五二七頁。
（















































人主義に堕してすっかり傲慢に成り果て しまった。ど に 救いようのない人間たち。神々は人類 愚かさに対 「これでもわからぬ 」と強い警告を発し、お気付けをしておられる だが、それさえも誰一人気付かないとは一体何としたことであろうか。こうした「神の知らせ」 （神からの手
メッセージ
紙）はいつでも、またどこの誰にも発送されている筈なのだが、神意
を伺い、大自然の兆しを読 う する心さえも喪失 、すっかり霊性が麻痺した現代人にはまったくそう たことに少しも気付かな でいる でる。
― ⅩⅩ ―
